
審議会等議事概要 

令和６年度　第１回 滝川市社会教育委員会議　議事概要 

 日　　時 令和６年４月 30 日（火曜日）午後６時 30 分～午後８時 00 分

 開催場所 滝川市役所　大会議室

 出 席 者 委　　員　山木委員長、村田副委員長、井上委員、柴尾委員、柴田委員、曽根委員、 

田中委員、珍田委員 

事務局等　運上社会教育課長、吉住同課主幹、平沼同課係長、小西同課主事、 

深村図書館長、茶木美術自然史館長

 議　　事 １．開　　会 

 

２．社会教育委員紹介【資料１】 

　　※社会教育委員８名自己紹介 

 

３．社会教育委員会議における委員長及び副委員長の選出【資料２】 

　　※山木委員長・村田副委員長 

 

委員長あいさつ 

　　この２年間は滝川市が空社連協の会長市となることから、皆さんにはお力添えをい

ただく場面が増えると思われるが、引き続き協力をお願いしたい。 

 

４．報告事項 

※以後、山木委員長を議長として会議を進行（社会教育委員会議規則第３条第２項） 

 

（１）「所管からの行政報告」について【資料３】 

※事務局より【資料３】について報告 

 

　　委　員：子育てサロン「ありす」にて、幼い頃から美術自然史館を身近に感じても

らえるよう、「はる展」に参加する事業を実施した。来年度も引き続き実施

していきたい。 

 

　　委　員：アダプテッド・スポーツは非常に良い取り組みである。今後も継続して事 

業の実施に努めていただきたい。 

事務局：ご意見として承る。 

 

（２）「令和６年度滝川市教育行政執行方針」について【資料４】 

　　※事務局より【資料４】（Ⅱ）社会教育について説明 

 

（３）「令和６年度年間業務スケジュール」について【資料５】 

　　※事務局より【資料５】について説明 

　　　　 

（４）「滝の川市民プールの休止」及び「代替施設の検証事業」について【資料６】 

　　※事務局より【資料６】について説明 



 　　委　員：夏休み期間中だけでも水夢を再開することはできないのか。 

　　事務局：これまでも水夢については夏休み期間中のみの営業としていた。今回は設

備の故障や水温・室温の高温化により、子ども達の安全性を確保すること

が難しいことから、休止という判断を下したところである。 

子ども達にはこれまで通り、7 月～８月の間は無料でプールを利用するこ

とが出来るような体制を整えている。 

　　委　員：立地的に低学年の子ども達は通いにくい。スクールバスの活用を含めた移

動手段の工夫を考えていただきたい。 

　　事務局：検討する。 

 

　　委　員：検証事業の一環として、市内全小学校のプール授業をスコーレで実施する

のか。 

　　事務局：その通りである。 

　　委　員：昨年度のスコーレに対する補助金は、今年度の検証事業を見据えた金額に

設定されていたのか。 

　　事務局：昨年度までの補助金には含めていないことから、今年度の当初予算に検証

事業に係る費用分を上乗せする形となった。この上乗せした費用と改修費

用を比較し、今後の方針を決めていきたい。 

　　委　員：市として水夢の改修はまだ選択肢にあるのか。 

　　事務局：改修も選択肢の一つに含めながら、検証事業を実施していく。 

　　委　員：学校の統合や再編とプールの関係性は整理されているのか。 

　　事務局：今回の検証ではあくまでプール単体の検討を行う考えである。学校の再編

等は今年度新設された「新しい学校づくり推進室」で行われる。 

委　員：水夢の管理は民間が行っているのか。 

　　事務局：スポーツ協会が指定管理を受け、運営している。 

　　委　員：今後の学校教育をどうしていくのか、教育委員会としてビジョンを持って

施設整備に取り組んでいただきたい。 

　　事務局：ご意見として承る。 

 

（５）「新たな海洋センター整備に関する基本構想」について【資料７】 

　　※事務局より【資料７】について説明 

　　 

　　委　員：利用料金は徴収する考えなのか。 

　　事務局：今のところ徴収する考えである。今後 B&G 財団の意向を踏まえながら、料 

金設定を行っていく。 

 

（６）「新ホール機能等検討会議」について【資料８】 

　　※事務局より【資料８】について説明 

 

　　委　員：ホールの運営方法も併せて検討されているのか。 

　　事務局：12 月までに事業手法が決まることから、運営方法については 12 月以降に 

　　　　　　詰めていく形となる。 

 

　　委　員：検討会議を進めていく中で、建設しないという結論に至ることはあるか。 

　　事務局：その結論に至ることはないが、すべての意見を反映させることは難しい。 



 委　員：検討会議メンバーのみでホール機能の洗い出しを行っていくのか。 

　　事務局：その考えである。当初、教育委員会でホール部分に係るワークショップを 

実施する考えだったが、駅周辺整備部も施設全体の機能についてワークシ 

ョップを実施する考えであったことから、一括してワークショップが行え 

るよう、市として足並みを揃えたところである。 

 

５．連絡事項 

（１）令和６年度社会教育委員会議スケジュールについて【資料７】 

　　※事務局より【資料７】について説明 

 

６．その他 

 

７．閉　　会

 会議資料 資料１　滝川市社会教育委員名簿 

資料２　滝川市社会教育委員会議規則 

資料３　所管からの行政報告 

資料４　令和６年度滝川市教育行政執行方針 

資料５  令和６年度年間業務スケジュール 

資料６　「滝の川市民プールの休止」及び「代替施設の検証事業」について 

資料７　「新たな海洋センター整備に関する基本構想」について 

資料８　「新ホール機能検討会議」について 

資料９　令和６年度社会教育委員会議スケジュール 

資料 10.....空知管内社会教育委員会議（７月実施分）について


